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重度の喘鳴を呈したホルスタイン子牛にみられた
喉頭膿瘍の1症例
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要 約

4カ月齢のホルスタイン種子牛が著しい喘鳴を呈し、抗菌薬とステロイド投与に反応しなくなったため病性
鑑定となった。喉頭の内視鏡検査では、披裂軟骨部の小角結節に顕著な腫大が観察された。また、血液検査で
は慢性炎症像が確認された。病理解剖により、披裂軟骨部の粘膜欠損部位と連続する喉頭粘膜下膿瘍が確認さ
れ、また組織検索ではグラム陽性球菌および短桿菌が確認された。本症例の喉頭膿瘍の原因は、飼料摂取に起
因する粘膜損傷から細菌感染が生じたためと考えられた。
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牛の喘鳴症は主に上部気道の狭窄により発生し、その
原因は咽喉頭炎、喉頭膿瘍、異物、腫瘍など多岐にわた
る［1、2］。喘鳴症の予後は原疾患により異なるため、早期
に的確な診断を下すことが望ましいが、その鑑別は生前
には困難な場合が多い［1‐4］。今回、重篤な喘鳴症を呈し、
生前の検査で喉頭膿瘍を疑ったものの確定診断に至らず、
病理解剖時に喉頭粘膜下膿瘍を確認した症例に遭遇した
のでその概要を報告する。

症 例

症例は4カ月齢のホルスタイン種で喘鳴を主訴に十勝
NOSAIの家畜診療所を受診した。初診時（第1病日）
の体温39．7℃、心拍数120回/分、呼吸数60回/分で、
顕著な喘鳴を呈し、抗菌薬（ペニシリンとストレプトマ
イシン合剤）および抗炎症剤（フルニキシンメグルミン）
にて加療された。第2～4病日まで、抗菌薬に加えてデ
キサメサゾンを投与したところ、喘鳴は第4病日にいっ

たん良化した。しかし、第6病日には再度喘鳴が重度と
なったため、第7～9病日まで抗菌薬とデキサメサゾン
が再投与されたが、症状に改善が認められず、病性鑑定
のため第12病日に帯広畜産大学に搬入された。
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図1．症例の外貌（第12病日）。症例は頸部を伸長して
努力性呼吸を呈しており、また、脱水と眼球陥凹
が認められた。
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搬入時の症例は、体温39．3℃、心拍数96回/分、呼
吸数40回/分で、元気食欲はあるものの、頸部を伸長し
た努力性呼吸がみられた（図1）。また、乾性の発咳と
吸気時に高調な喘鳴が聴取された。さらに、呼気時には
低調な喘鳴が聴取された。身体検査では軽度脱水も認め
られ、眼球は陥凹していた。血液検査では赤血球数、好
中球数、単球数、総タンパク質濃度およびCPK活性値
の増加、ならびに総コレステロール濃度の低下が認めら
れた（表1）。血清蛋白分画ではγ-グロブリン分画の増
加に伴うA/G比の低下（0．76）が認められた。さらに、
動脈血の酸素飽和度は81％と著しく低下していた。喉頭
部における内視鏡検査では、披裂軟骨部の小角結節に顕
著な腫大が観察された（図2）。

病理検査および病原学的検査所見

第15病日に実施された病理学的検索では、喉頭部披裂
軟骨の小角結節は高度に肥厚し、気道は狭窄していた（図
3）。また、喉頭粘膜の一部は左右で欠損しており、そ

の深部組織には2cm大の膿瘍が認められた（図3）。組
織固定後の検索により、喉頭膿瘍は粘膜欠損部から連続
し、披裂軟骨と甲状軟骨の間に認められた（図4）。

表1．血液および血液生化学検査所見（第12病日）
RBC 9．87×106/µl BUN 10mg/dl
Hb 11．0g/dl Creatinine 0．7mg/dl
Ht 34．7％ AST 111U/l
Platelet 89．8×104/µl ALP 281U/l
WBC 12，000/µl CPK 700U/l
Sta 240/µl（2％） LDH 868U/l
Seg 7，320/µl（61％） TP 7．8g/dl
Lym 3，600/µl（30％） アルブミン 3．4g/dl（43．1％）
Mon 840/µl（7％） α-グロブリン 1．1g/dl（13．9％）
Eos 0/µl（0％） β-グロブリン 1．0g/dl（12．3％）

γ-グロブリン 2．4g/dl（30．7％）
A/G 0．77

図3．喉頭部の病理解剖所見。喉頭披裂軟骨部の小角結
節は高度に肥厚し、気道は狭窄していた。また、喉
頭粘膜の一部は左右で欠損しており（矢頭）、その
深部組織には2cm大の膿瘍が認められた（矢印）

図2．喉頭部の内視鏡検査所見。披裂軟骨の小角結節が
著しく腫大している。

図4．組織固定後の喉頭の矢状断面。喉頭膿瘍（太矢印）
は粘膜欠損部（矢頭）から連続し、披裂軟骨と甲
状軟骨の間に認められた（細矢印）。

図5．膿瘍部の組織所見。グラム染色によりグラム陽性
球菌および短桿菌の存在が確認された。
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膿瘍部の細菌培養検査では菌の発育がみられず同定には
至らなかったが、組織切片のグラム染色によりグラム陽
性球菌および短桿菌の存在が確認された（図5）。

考 察

喉頭膿瘍は牛で喘鳴症を生じる原疾患のひとつであり、
子牛から成牛まであらゆる年齢で発生するが［3‐5］、とく
に子牛では壊死性喉頭炎としても知られている多発性疾
患である［2］。
一般に喉頭粘膜の損傷から細菌が侵入して生じるとさ

れているが［2］、本症例においても、喉頭粘膜下膿瘍は、
披裂軟骨部の粘膜欠損部位と連続していたことから、粘
膜損傷部における細菌感染に起因するものと考えられた。
喉頭粘膜の損傷の原因としては、飼料または異物の摂取
による機械的損傷の可能性が最も高いが［1、2］、確定には
至らなかった。
細菌性喉頭炎は長期的抗菌薬療法での治癒が報告され

ているが［6、7］、慢性化し喉頭膿瘍に至った場合は治癒困
難で［1、2］、その鑑別は臨床上重要である。しかし、喉頭
膿瘍の生前の確定診断は困難な場合が多い［3、4］。本症例
においても、重篤な喘鳴症状、治療に対する反応の低さ、
慢性炎症像の存在などから、単純な喉頭炎ではなく、喉
頭膿瘍を疑ったものの、確定には至らなかった。なお、
今回行った内視鏡検査では、小角結節の腫大所見から喉
頭炎の診断は可能であったものの、深部に形成された喉
頭膿瘍の検出が困難であった。しかし、内視鏡検査は喉
頭炎および喉頭膿瘍以外の喘鳴を呈する疾患の除外診断
には有用であると思われた。今回のように治療反応に乏
しい喉頭炎症例で、他疾患が除外された場合は、喉頭膿
瘍の可能性も考慮する必要があると思われた。なお、細
針吸引により生前に喉頭膿瘍の仮診断が可能であった症
例も報告されている［5］。
喉頭膿瘍は、病態早期でない限り一般に予後不良であ

るが、抗菌薬（ペニシリン22，000U/kg、im、q12‐24）
および非ステロイド性抗炎症薬（フルニキシン1．1‐2．2
mg/kg、iv、q24h）に反応することもあるとされてい

る［1、2］。さらに、近年では、喉頭閉塞に対して気管開口
術も用いられており［2、8、9］、今後喉頭膿瘍を疑う症例に
対する治療法として応用可能と思われた。
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